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【手続補正書】
【提出日】令和2年3月6日(2020.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療カーゴ部分を含むウイルスベクターであって、前記治療カーゴ部分が、
　発現されたときに、ファルネシル二リン酸合成酵素（ＦＤＰＳ）を阻害することができ
る第１のスモールＲＮＡ配列と、
　発現されたときに、ＣＤ４７またはｃＭｙｃを阻害することができる第２のスモールＲ
ＮＡと
を含む、ウイルスベクター。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのスモールＲＮＡが、第１のプロモーターの制御下にあり、前記第
２のスモールＲＮＡ配列が、第２のプロモーターの制御下にある、請求項１に記載のウイ
ルスベクター。
【請求項３】
　前記治療カーゴ部分が、発現されたときに、ＣＤ４７またはｃＭｙｃを阻害することが
できる第３のスモールＲＮＡ配列をさらに含む、請求項１に記載のウイルスベクター。
【請求項４】
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　前記第３のスモールＲＮＡ配列が、第３のプロモーターの制御下にある、請求項３に記
載のウイルスベクター。
【請求項５】
　前記スモールＲＮＡ配列が、単一のプロモーターの制御下にある、請求項３に記載のウ
イルスベクター。
【請求項６】
　前記スモールＲＮＡ配列が、ｍｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡを含む、請求項１に記載のウ
イルスベクター。
【請求項７】
　前記スモールＲＮＡ配列が、配列番号１、２、３または４を含むＦＤＰＳのスモールＲ
ＮＡ配列と少なくとも８０％、または少なくとも８５％、または少なくとも９０％、また
は少なくとも９５％、または１００％の同一性パーセントを有する配列を含む、請求項１
に記載のウイルスベクター。
【請求項８】
　前記第２のスモールＲＮＡ配列が、
　配列番号５、６、７、８または９を含むＣＤ４７のスモールＲＮＡ配列、あるいは
　配列番号１０、１１、１２、１３または１４を含むｃＭｙｃのスモールＲＮＡ配列と
少なくとも８０％、または少なくとも８５％、または少なくとも９０％、または少なくと
も９５％、または１００％の同一性パーセントを有する配列を含む、請求項１に記載のウ
イルスベクター。
【請求項９】
　前記第３のスモールＲＮＡ配列が、配列番号５、６、７、８、もしくは９を含むＣＤ４
７のスモールＲＮＡ配列または配列番号１０、１１、１２、１３、もしくは１４を含むｃ
ＭｙｃのスモールＲＮＡ配列と少なくとも８０％、または少なくとも８５％、または少な
くとも９０％、または少なくとも９５％、または１００％の同一性パーセントを有する配
列を含む、請求項３に記載のウイルスベクター。
【請求項１０】
　レンチウイルスベクターである、請求項１から９のいずれか一項に記載のウイルスベク
ター。
【請求項１１】
　標的細胞に感染することができるレンチウイルス粒子であって、
　ａ．前記標的細胞に感染するために最適化されたエンベロープタンパク質、および
　ｂ．請求項１から１０のいずれか一項に記載のウイルスベクター
を含む、レンチウイルス粒子。
【請求項１２】
　ａ．請求項１１に記載のレンチウイルス粒子、および
　ｂ．アミノビスホスホネート薬物
を含む組成物。
【請求項１３】
　前記アミノビスホスホネート薬物が、ゾレドロン酸である、請求項１２に記載の組成物
。
【請求項１４】
　がんの処置における使用のための、請求項１２または１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　がんを処置するための医薬の製剤化における使用のための、請求項１２または１３に記
載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０２０３】
　本発明の好ましい実施形態のある特定の一部分を上記し、具体的に例示したが、本発明
がそのような実施形態に限定されることを意図するものではない。本発明の範囲および精
神から離れることなく、それに対して様々な改変がなされ得る。
　本発明の実施形態の例として、以下の項目が挙げられる。
（項目１）
　治療カーゴ部分を含むウイルスベクターであって、前記治療カーゴ部分が、少なくとも
１つの予め定められた相補的ｍＲＮＡ配列に結合することができる少なくとも１つのスモ
ールＲＮＡ配列を含み、前記少なくとも１つの相補的ｍＲＮＡ配列が、ＦＤＰＳのｍＲＮ
Ａ配列を含む、ウイルスベクター。
（項目２）
　前記治療カーゴ部分が、第２の予め定められた相補的ｍＲＮＡ配列に結合することがで
きる第２のスモールＲＮＡ配列をさらに含み、前記第２の予め定められた相補的ｍＲＮＡ
配列が、ＣＤ４７のｍＲＮＡ配列またはｃＭｙｃのｍＲＮＡ配列を含む、項目１に記載の
ウイルスベクター。
（項目３）
　前記少なくとも１つのスモールＲＮＡが、第１のプロモーターの制御下にあり、前記第
２のスモールＲＮＡ配列が、第２のプロモーターの制御下にある、項目２に記載のウイル
スベクター。
（項目４）
　前記治療カーゴ部分が、第３の予め定められた相補的ｍＲＮＡ配列に結合することがで
きる第３のスモールＲＮＡ配列をさらに含み、前記第３の予め定められた相補的ｍＲＮＡ
配列が、ＣＤ４７のｍＲＮＡ配列またはｃＭｙｃのｍＲＮＡ配列を含む、項目２に記載の
ウイルスベクター。
（項目５）
　前記第３のスモールＲＮＡ配列が、第３のプロモーターの制御下にある、項目４に記載
のウイルスベクター。
（項目６）
　前記スモールＲＮＡ配列が、単一のプロモーターの制御下にある、項目４に記載のウイ
ルスベクター。
（項目７）
　前記スモールＲＮＡ配列が、ｍｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡを含む、項目１に記載のウイ
ルスベクター。
（項目８）
　前記スモールＲＮＡ配列が、
ＧＴＣＣＴＧＧＡＧＴＡＣＡＡＴＧＣＣＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＧＧＣＡＴＴＧＴＡＣ
ＴＣＣＡＧＧＡＣＴＴＴＴＴ（配列番号１）；
ＧＣＡＧＧＡＴＴＴＣＧＴＴＣＡＧＣＡＣＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＧＴＧＣＴＧＡＡＣＧＡ
ＡＡＴＣＣＴＧＣＴＴＴＴＴ（配列番号２）；
ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＡＧＧＡＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＴＣＣＴＧＣＣＡＴＧ
ＴＡＣＡＴＧＧＣＴＴＴＴＴ（配列番号３）；または
ＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＣＧＡＧＡＣＴＴＴＣＴＣＡＧＣＣＴ
ＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＴ（配列番号４）
を含むＦＤＰＳのスモールＲＮＡ配列と少なくとも８０％、または少なくとも８５％、ま
たは少なくとも９０％、または少なくとも９５％の同一性パーセントを有する配列を含む
、項目１に記載のウイルスベクター。
（項目９）
　前記スモールＲＮＡ配列が、配列番号１、２、３、または４から選択される、項目８に
記載のウイルスベクター。
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（項目１０）
　前記第２のスモールＲＮＡ配列が、
ＧＧＴＧＡＡＡＣＧＡＴＣＡＴＣＧＡＧＣＣＴＣＧＡＧＧＣＴＣＧＡＴＧＡＴＣＧＴＴＴ
ＣＡＣＣＴＴＴＴＴ（配列番号５）；
ＧＣＴＡＣＴＧＧＣＣＴＴＧＧＴＴＴＡＡＣＴＣＧＡＧＴＴＡＡＡＣＣＡＡＧＧＣＣＡＧ
ＴＡＧＣＴＴＴＴＴ（配列番号６）；
ＣＣＴＣＣＴＴＣＧＴＣＡＴＴＧＣＣＡＴＣＴＣＧＡＧＡＴＧＧＣＡＡＴＧＡＣＧＡＡＧ
ＧＡＧＧＴＴＴＴＴ（配列番号７）；
ＧＣＡＴＧＧＣＣＣＴＣＴＴＣＴＧＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＣＡＧＡＡＧＡＧＧＧＣＣ
ＡＴＧＣＴＴＴＴＴ（配列番号８）；または
ＧＧＴＧＡＡＡＣＧＡＴＣＡＴＣＧＡＧＣＴＡＣＴＣＧＡＧＴＡＧＣＴＣＧＡＴＧＡＴＣ
ＧＴＴＴＣＡＣＣＴＴＴＴＴ（配列番号９）を含むＣＤ４７のスモールＲＮＡ配列、ある
いは
ＧＣＴＴＣＡＣＣＡＡＣＡＧＧＡＡＣＴＡＴＧＣＴＣＧＡＧＣＡＴＡＧＴＴＣＣＴＧＴＴ
ＧＧＴＧＡＡＧＣＴＴＴＴ（配列番号１０）；
ＧＣＧＡＡＣＡＣＡＣＡＡＣＧＴＣＴＴＧＧＡＣＴＣＧＡＧＴＣＣＡＡＧＡＣＧＴＴＧＴ
ＧＴＧＴＴＣＧＣＴＴＴＴ（配列番号１１）；
ＧＡＣＡＴＧＧＴＧＡＡＣＣＡＧＡＧＴＴＴＣＣＴＣＧＡＧＧＡＡＡＣＴＣＴＧＧＴＴＣ
ＡＣＣＡＴＧＴＣＴＴＴＴＴ（配列番号１２）；
ＧＡＧＡＡＴＧＴＣＡＡＧＡＧＧＣＧＡＡＣＡＣＴＣＧＡＧＴＧＴＴＣＧＣＣＴＣＴＴＧ
ＡＣＡＴＴＣＴＣＴＴＴＴＴ（配列番号１３）；または
ＧＣＴＣＡＴＴＴＣＴＧＡＡＧＡＧＧＡＣＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＧＴＣＣＴＣＴＴＣＡＧ
ＡＡＡＴＧＡＧＣＴＴＴＴＴ（配列番号１４）
を含むｃＭｙｃのスモールＲＮＡ配列と少なくとも８０％、または少なくとも８５％、ま
たは少なくとも９０％、または少なくとも９５％の同一性パーセントを有する配列を含む
、項目２に記載のウイルスベクター。
（項目１１）
　前記第２のスモールＲＮＡ配列が、配列番号５、６、７、８、９、１０、１１、１２、
１３、または１４から選択される、項目１０に記載のウイルスベクター。
（項目１２）
　前記第３のスモールＲＮＡ配列が、配列番号５、６、７、８、もしくは９を含むＣＤ４
７のスモールＲＮＡ配列または配列番号１０、１１、１２、１３、もしくは１４を含むｃ
ＭｙｃのスモールＲＮＡ配列と少なくとも８０％、または少なくとも８５％、または少な
くとも９０％、または少なくとも９５％の同一性パーセントを有する配列を含む、項目４
に記載のウイルスベクター。
（項目１３）
　前記第３のスモールＲＮＡ配列が、配列番号５、６、７、８、９、１０、１１、１２、
１３、または１４から選択される、項目１２に記載のウイルスベクター。
（項目１４）
　レンチウイルスベクターである、項目１から１３のいずれか一項に記載のウイルスベク
ター。
（項目１５）
　標的細胞に感染することができるレンチウイルス粒子であって、
　ａ．前記標的細胞に感染するために最適化されたエンベロープタンパク質、および
　ｂ．項目１から１４のいずれか一項に記載のウイルスベクター
を含む、レンチウイルス粒子。
（項目１６）
　ａ．項目１５に記載のレンチウイルス粒子、および
　ｂ．アミノビスホスホネート薬物
を含む組成物。
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（項目１７）
　前記アミノビスホスホネート薬物が、ゾレドロン酸である、項目１６に記載の組成物。
（項目１８）
　治療有効量の項目１６または１７に記載の組成物を被験体に投与することを含む、前記
被験体におけるがんを処置する方法。
（項目１９）
　ａ．治療有効量の項目１５に記載のレンチウイルス粒子、および
　ｂ．治療有効量のアミノビスホスホネート薬物
を被験体に投与することを含む、前記被験体におけるがんを処置する方法。
（項目２０）
　ａ．有効量の項目１５に記載のレンチウイルス粒子、および
　ｂ．有効量のアミノビスホスホネート薬物
を被験体に投与することを含む、前記被験体におけるがんを予防する方法。
（項目２１）
　前記アミノビスホスホネート薬物が、ゾレドロン酸である、項目１９または２０に記載
の方法。
（項目２２）
　ステップ（ａ）およびステップ（ｂ）が同時に実行される、項目１９または２０に記載
の方法。
（項目２３）
　規定された長さの期間が、ステップ（ａ）とステップ（ｂ）との間に経過する、項目１
９または２０に記載の方法。
（項目２４）
　治療有効量の前記レンチウイルス粒子が、複数の単回用量の前記レンチウイルス粒子を
含む、項目１９または２０に記載の方法。
（項目２５）
　治療有効量の前記アミノビスホスホネート薬物が、単回用量の前記アミノビスホスホネ
ート薬物を含む、項目１９または２０に記載の方法。
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